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森林と木、人
１特集　森の循環と私たちの暮らし

自然の恵みを感じてほしい

日田木材協同組合
青壮年会 会長
(有)カネモリ小田製材所
代表取締役
小田 裕一郎さん

問林業振興課☎㉒８２１２（市役所３階）

　市の面積の約83％を森林が占める日田市。周囲にある豊かな森林の起源は、中津江村宮園津江神社に
植栽された、境内の樹齢500年余の御神木のスギとされています。
　「日田林業」500年の歴史を通して、先人たちの手によって利用と植栽を繰り返し、受け継がれた財産
が、現代の私たちの生活にどのように関係するかを紹介します。

自
然
と
緑
に
ふ
れ
あ
い

　
　
　未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
の
喜
び

も り

も り

❶日田材を使って建築された咸宜小学校。日田の木材の製
材技術や供給量は、住宅から大型の木造建築物まで対応で
きます。❷オール日田材でつくった産直住宅。日田材にこ
だわった住宅や店舗の建設、リフォームなども行われてい
ます。❸日田の木と暮らしのフェアの様子。林業と木材産
業を広くＰＲするため、多くの林業・木材関係団体や製材
所、木工所、家具メーカー、住宅メーカーなどが一堂に会
するイベント。❹天領日田トレイル駅伝の様子。誰もが気
軽に森林に触れ合えるよう、トレイルランニングと丸太切
りを組み合わせた駅伝大会。❺市民参加の森づくり大会の
様子。森林の役割や大切さを体感してもらうイベント。

　日田市には60近くの製材所があり、この数
は市の大きさからすると非常に多く、それだけ
林業が栄えているということになります。
　製材所は、建物や家具などの木製品を作ると
きに必要な木材を、丸太から板材や角材に加工
する仕事です。木は使い勝手がよく、色々なも
のに加工して使うことができるのが魅力です。
　子供たちには、山から木を切ることは悪い
ことじゃない。木を使って山を循環させてい
くことが、環境保全につながるということを
知ってほしいです。そして、子供たちが木を
知り、木に触れる機会を増やすためのイベン

トなどを考え、自然の
恵みを肌で感じられる
ような取組みをしてい
きたいです。

育とは、身近な森とそこから生まれる木材などの「恵み」
や、人と森や木材との「つながり」に目を向けることで、

豊かな感性と思いやりの心を育む「人づくり」と、木の文化が息
づく「社会づくり」を目指す活動のことです。

　木のおもちゃで遊びませんか！
　木製おもちゃ等の貸出しを無料で
行っています。

　「森林の木箱」をプレゼント！
　新しい家族が誕生した世帯を対象に
日田杉でつくった「森林の木箱」を
プレゼントしています。
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木

か
な
森
林
資
源
は
先
人

か
ら
の
贈
り
物
。
周
囲

の
山
々
か
ら
い
く
つ
も

の
河
川
が
集
ま
り
「
水
郷
」
と
称
え
ら

れ
る
こ
の
ま
ち
は
、
江
戸
幕
府
の
直
轄

地
「
天
領
」
の
時
代
に
植
林
が
奨
励
さ

れ
る
以
前
か
ら
、
人
の
手
に
よ
る
森
林

づ
く
り
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
全
国
有
数
の
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
ま
ち
で
す
。

　近
年
で
は
、
異
常
気
象
の
要
因
の
一

つ
と
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点

か
ら
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
必
要
な

森
林
の
持
つ
二
酸
化
炭
素
吸
収
能
力
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
森
林

は
、
木
材
な
ど
を
生
産
す
る
生
活
の
場

で
あ
る
と
同
時
に
、
雨
水
を
蓄
え
た

り
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
を
防
止
す

る
な
ど
様
々
な
公
益
的
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　こ
う
し
た
役
割
を
持
つ
森
林
の
中
で

も
、
利
用
を
目
的
と
し
た
「
人
工
林
」

の
割
合
が
高
い
本
市
で
は
、
そ
の
手
入

れ
を
担
う
森
林
組
合
や
林
業
事
業
体
等

に
お
い
て
、
地
形
や
自
然
状
況
に
即
応

す
る
高
い
技
術
と
経
験
を
持
つ
技
術
者

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で

は
、
他
の
産
業
と
同
様
に
担
い
手
不
足

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と

し
て
作
業
の
機
械
化
と
管
理
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
守
る
日
田
の

森
林
が
、
世
代
を
超
え
て
将
来
に
わ
た

り
そ
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
森
林
が
健
全
に
「
循
環
」
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
「
循

環
」
の
サ
イ
ク
ル
は
、
木
を
育
て
、
伐

採
し
植
林
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

「
木
を
使
う
」
こ
と
で
私
た
ち
の
身
近

な
生
活
に
も
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

豊
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林
業
の
サ
イ
ク
ル

「
植
え
て
、
育
て
て
、
切
っ
て
、
活
用
す
る
」
の
が
林
業
の
サ
イ
ク
ル
。

資
源
を
絶
や
さ
な
い
森
林
づ
く
り
と
資
源
を
活
用
す
る
様
々
な
産
業
の
発

展
が
あ
り
、
日
田
の
林
業
は
無
駄
な
く
循
環
し
て
い
ま
す
。

▲

伐採（間伐・主伐）
木が目的の太さに育ったら伐採して出荷し
ます。老齢化した木を伐採し、新たに植栽
することで、若い森林は前よりも二酸化炭
素（ＣＯ２）を吸収します。

▲

下刈・除伐
植えた苗木に十分な栄養や光が行き
渡るよう、成長を妨げる雑草や植物
を刈り取る下刈作業。その後、植栽
した木の成長を妨げる雑木や、成長
の悪い植栽木を取り除きます。

▲

植栽（植え付け）
伐採後、林地に散らばっている木の枝
などを整理・棚積みし、一本一本丁寧
に手作業で苗木を植えていきます。

森林をつくる

下刈 除伐

間伐

伐採

育てる育てる植える植える

収穫する収穫する

活用する活用する

発電・
熱利用

原木
市場

リサイクル

家具・
建具

木を使う

建築

製材

木
材
の
サ
イ
ク
ル

切
り
出
さ
れ
た
木
材
は
、
段
階
ご
と
に
職
人
の
目
利
き
や
熟
練
の

技
を
踏
ま
え
て
加
工
さ
れ
、
私
た
ち
の
手
元
に
届
き
ま
す
。
古
材

の
活
用
も
広
が
っ
て
お
り
、
手
を
か
け
た
木
製
品
を
長
く
大
事
に

使
う
こ
と
は
、
環
境
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

住宅や家具になっても
地球温暖化防止に貢献

地球温暖化の原因の一つとされる
二酸化炭素を吸収した木は、切ら
れたあとも炭素を保ち続けます。
このため、住宅や家具として利用
される間も効果は持続します。

成長とともに炭素を固定し
公益機能を発揮

二酸化炭素（ＣＯ２）を吸収して、木
の幹に炭素（Ｃ）を固定､新鮮な空気
（Ｏ２）を放出します。また根茎の成長
が治山治水にも貢献します。

▲

原木市場
市内７か所の市場では、
利用者に応えて、直径・
色・形状などを細かく選
別し販売しています。

▲

製材
市内に多数点在する製材所
は、用途や加工にそれぞれ
の特色を持ち「日田市全体
であらゆる部材が揃う」と
言われています。

▲

建築
「木の香るまちづくり」を目指
すため、市内の公共建築物は
できる限り木造化、又は内装
を木質化しており、日田の木
材が使われています。

森
林
と
共
生
す
る
取
組
み

野
生
鳥
獣
か
ら
農
林
産
物
を
守
る

　近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
便
利

で
快
適
な
環
境
は
、
鳥
獣
に
も
住
み
や
す
い
環

境
と
な
り
、
個
体
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
主
に
個
体
数
調
整
（
有
害
鳥

獣
捕
獲
）
と
侵
入
防
止
対
策
（
防
護
柵
の
資
材

支
給
、
設
置
助
成
）
に
取
り
組
み
、
防
護
柵
設

置
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
研
修
や
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

森
林
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
「
道
」
を
守
る

　森
林
資
源
や
森
林
空
間
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
林
道
や
作
業
道
な
ど
の
「
道
」
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
林
内
路
網
を
よ
り
良
い
状

態
で
維
持
管
理
す
る
た
め
に
、
市
で
は
、
林
道

を
巡
視
し
補
修
や
橋
梁
点
検
を
行
う
ほ
か
、
通

行
に
支
障
の
あ
る
作
業
道
等
へ
の
舗
装
用
原
材

料
支
給
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
頻

発
す
る
災
害
に
対
し
て
も
、
林
道
被
害
の
早
期

復
旧
に
向
け
て
順
次
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
元
の
木
材
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

①
森
林
の
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
で
き
る

　木
材
の
供
給
が
増
え
る
こ
と
で
地
元
の
森
林

の
整
備
が
進
み
、
災
害
防
止
機
能
や
環
境
保

全
の
働
き
と
い
っ
た
、
森
林
が
持
つ
多
様
な

機
能
の
維
持
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
環
境
に
優
し
い

　木
が
切
ら
れ
て
か
ら
木
材
と
し
て
利
用
さ
れ

る
ま
で
の
移
動
距
離
が
短
い
た
め
、
輸
送
の

際
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
林
業
や
木
材
産
業
の
活
性
化

　地
元
の
木
材
を
使
う
こ
と
で
、
林
業
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
の
経
済
が
活
性
化
し
ま
す
。

森
を
守
り
木
と
触
れ
合
う
大
切
さ

　森
林
は
、
人
と
地
域
の
暮
ら
し
、
ま
た
地
球

環
境
に
と
っ
て
も
大
切
な
地
域
資
源
で
、
世
代

を
超
え
て
育
ま
れ
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
木
の

一
生
に
添
い
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
誰
で
も
様
々
な
形
で
「
循
環
」
の
輪
に
参

加
し
、
森
林
と
林
業
を
支
え
る
人
た
ち
を
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
森
林
の
恵
み
を
享

受
し
な
が
ら
、
誇
る
べ
き
我
が
ま
ち
の
財
産
を

次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

仕分ける仕分ける加工する加工する

工芸・
クラフト
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▲日田市のワクチン
　接種情報はこちら

保護者署名（続柄）

　未成年者のうち、12歳以上（平成22年４月１日以前生まれ）の人が新
型コロナワクチンの接種対象になります。年齢によって、保護者の同伴の
有無や予診票の記入方法などが異なりますので、下記の留意事項を参考に
準備をお願いします。
※令和３年度中に12歳に達する人は、12歳の誕生日の前日から接種ができるよう
になります。それ以前は接種できませんので、予約の際はご注意ください。

新型コロナウイルスワクチン接種情報⑨

問新型コロナウイルスワクチン接種推進班☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

接種
無料

　８月までに全対象者への接種券の発送が完了し、ワクチン接種を希望する全ての
人が接種予約をできるようになりました。高齢者等の優先接種の対象者で、都合に
よってこれまで接種できなかった人も引き続き予約の申込みができます。なお、12
歳に到達していない人の接種券は12歳になった人から順次発送します。
　また、ワクチン接種を終了したあとも、マスクの着用や手洗い、手指の消毒など
の感染予防対策を継続して行ってください。

12 歳以上の全ての人がワクチン接種予約をできるようになりました

ワクチン接種について

【年齢別の留意事項】 12～15歳が接種する際の予診票
（保護者の記入が必要なポイント）▲

16歳以上
・保護者の同伴がなくても接種を受けることができます。
・予診票には本人の署名があれば接種できます。
※必ずしも保護者の署名は必要ありません。▲

12歳～15歳
・中学生以上は保護者の同伴がなくても接種を受けることが
できます。
・接種希望書欄に保護者が署名済みの予診票を持参する必要
があります。

※保護者の署名がない場合は接種できません。
・令和３年度中に12歳に達する小学生は、保護者同伴の下
で接種を受ける必要があります。
・予診票の連絡先電話番号には、保護者に連絡ができる番号
を記入し、接種希望書欄に保護者の同意署名が必要です。

※医療機関によっては、上記に関わらず未成年者の接種に保護者の
同伴が必要な場合があります。

保護者電話番号

Ｒ３ ● ●

未成年者

市政情報ピックアップ

●あなたのやりたいことは日田でもできるかも！？

問一般社団法人ＮＩＮＡＵ☎㉒３７２０
　商工労政課企業立地・雇用労働係☎㉒８２３９（市役所３階）

▼とき
　９月19日㈰
　午後１時～３時（受付：午後０時30分）

▼ところ
　カフェ＆コミュニティスペース「dot.」
　（福岡市中央区大名1-15-35 大名247ビル2F）

▼テーマ・内容
　「日田でやりたいことはできるのか！？」
　学生と日田で働く若者たちとのディスカッション

▼申込方法　一般社団法人ＮＩＮＡＵに電話で申込み
※新型コロナウイルス感染症の影響で、内容を変更する場
合があります。

　学生を含む福岡の若者たちと日田で働く社会人が集まり、「日田で働くことを考える」イベントを開催します。実際の
業務内容や充実度、都会でなくてもやりたいことができるのか、スキルアップをどうやって行っているかなど、具体的な
話が聞けるチャンスです。是非ご参加ください！

問商工労政課商業・消費生活係☎㉒８２３９（市役所３階）

　り災証明書は、各種の被災者支援制度の適用を受けるために必要な書類の一つで、家屋の被害程度について証明す
るものです。申請手続を下記の窓口や電話、郵送等で行っています。

▼受付時間　平日の午前８時30分～午後５時

▼受付場所　税務課資産税係（市役所１階）、各振興局

▼必要書類
【窓口受付】申請書、被災写真（可能な限り）、本人確認のできるもの（免許証、保険証等）
【郵送受付】申請書、被災写真（可能な限り）、本人確認のできるもののコピー
【電話受付】電話申請時不要。現地立会い時に、【窓口受付】と同内容の確認をします。
※同一世帯でない人による申請や立会いの場合は、委任状が必要です。
※現地確認及び証明書の発行は、後日になります。また、り災証明書は無料で交付します。
※補修を行う前に被害家屋の写真（浸水の高さ、破損箇所が分かる写真）を撮影しておいてください。

り災証明書の申請手続 問税務課資産税係☎㉒８２０６（市役所１階）

　被災証明書とは、自然災害による被害の事実を証明するものです（被害の程度を証明するものではありません）。
証明書の発行は、原則として、被害を受けた事実に対して、立証、確認できるものについてのみです。
※事前に保険会社等に、「被災証明書」が必要か確認した上で申請をお願いします。

▼対象　・動産（家財、車など）　・被害程度の判定を必要としない住家、非住家

▼受付時間　平日の午前８時30分～午後５時

▼受付場所　防災・危機管理課（市役所４階）、各振興局、各振興センター

▼必要書類　被災証明願、被災状況が確認できる写真、本人確認書類（運転免許証など）
※証明願の確認欄には、被災場所の自治会長からの記入と押印が必要です。
※本人又は同一世帯員以外が申請する場合は、委任状が必要です。

被災証明書の申請手続 問防災・危機管理課防災・危機管理係☎㉒８３６３（市役所４階）

●マイナポイントの対象期間が12月末まで延長されます！
　令和３年４月末までにマイナンバーカードを申請した人は、マイナポイントの申込み後、12
月末までに選択したキャッシュレス決済サービスでチャージ又は買い物をすると、２万円の利
用で上限5,000円分のポイントがもらえます。
※マイナポイントの予約者数が予算の上限に達した場合には、予約を締め切ることがあります。
※予約・申込みはご自身のスマートフォン等で行うこともできますが、市役所窓口で支援を行っています。
※詳細は右記にお問い合わせください。
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※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。Information ９.１ くらしの情報次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈬に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

看
板
を
設
置
し
て
い
る
人
へ

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

９
月
１
日
か
ら
10
日
は
「
屋
外
広
告
物
の
適

正
化
旬
間
」
で
、
違
反
広
告
物
の
簡
易
除
却

や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
で
も

看
板
の
落
下
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日

常
的
に
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

・
屋
外
に
看
板
を
設
置
す
る
に
は
原
則
と

し
て
許
可
が
必
要
で
す

・
設
置
場
所
や
看
板
の
種
類
に
よ
っ
て
制

限
が
あ
り
ま
す

・
看
板
設
置
後
は
良
好
な
状
態
を
保
持
す

る
義
務
が
課
さ
れ
ま
す

・
ル
ー
ル
（
条
例
）
に
違
反
す
る
と
罰
則

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
（
平
日
の
み
）
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

■
９
月
の
開
庁
日

・
９
月
９
日
㈭
・
30
日
㈭
　

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
９
月
18
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
は
生
活
環
境
の
改
善
や
街
を
清
潔

に
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
私

た
ち
の
安
全
で
快
適
な
日
常
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
の
家

庭
・
事
務
所
は
、
一
日
も
早
く
下
水
道
に
接

続
し
ま
し
ょ
う
。

日
田
市
の
下
水
道
普
及
率
・
水
洗
化
率

令
和
３
年
３
月
末
現
在
の
下
水
道
普
及
率

は
74
・
８
％
、
水
洗
化
率
は
88
・
３
％
で

す
（
農
業
集
落
排
水
を
含
む
）
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
説
明
会

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
と
は
、
買
手
が

仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
に
つ
い
て
、
仕

入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
、

売
手
の
事
業
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
「
適

格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
」
等
の
保
存

を
必
要
と
す
る
制
度
で
す
。

■
と
き
　

　
９
月
27
日
㈪
　
午
後
２
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
税
務
署
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
日
田
税
務
署
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈬

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

九
州
シ
カ
広
域
一
斉
捕
獲
の
実
施

猟
友
会
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
に
よ
る
九
州
シ

カ
広
域
一
斉
捕
獲
が
次
の
期
間
で
行
わ
れ

ま
す
。
山
に
入
る
際
は
、
事
故
防
止
の
た

め
目
立
つ
服
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
捕
獲
期
間

　
９
月
12
日
㈰
〜
26
日
㈰

■
一
斉
捕
獲
日

　
９
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰
・
26
日
㈰

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

令
和
４
年
度

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

農
林
業
を
営
む
も
の
（
個
人
・
団
体
・
集

団
）
が
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
た
め
「
電
気
柵
」
や
「
ト
タ

ン
柵
」
な
ど
を
設
置
す
る
場
合
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
の
令
和
４
年

度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
支
給
要
件

・
出
荷
や
販
売
を
目
的
と
し
た
農
林
産
物

等
を
栽
培
す
る
農
地
等
（
家
庭
菜
園
や

遊
休
地
、
林
地
等
は
対
象
外
）

・
個
人
、
団
体
、
集
団
ご
と
に
申
請
が
必
要

・
自
力
施
工
に
よ
っ
て
設
置
が
必
要

■
補
助
金
額

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

※
設
置
要
件
、
基
準
限
度
額
あ
り
。

※
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
限
　
９
月
30
日
㈭

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

農
振
除
外
の
申
請
（
随
時
変
更
）

受
付
を
一
時
停
止
し
ま
す

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し

作
業
を
令
和
３
年
度
〜
４
年
度
に
か
け
て

行
う
予
定
で
す
。
全
体
見
直
し
に
伴
い
、

農
振
除
外
の
申
請
（
随
時
変
更
）
受
付

を
、
左
記
の
と
お
り
一
時
停
止
し
ま
す
。

■
農
振
除
外
申
請
受
付
の
一
時
停
止
期
間

　
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
末

※
令
和
４
年
度
に
農
地
転
用
等
を
実
施
す
る
場

合
は
、
農
振
除
外
の
申
請
を
左
記
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
令
和
３
年
中
の
申
請
受
付
期
限

・
第
２
回
申
請
受
付
（
令
和
３
年
９
月
末
）

・
第
３
回
申
請
受
付
（
令
和
３
年
12
月
末
）

問
農
業
振
興
課
政
策
・
担
い
手
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
禁
止

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
が
改
正
（
以

下
「
改
正
法
」
）
さ
れ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
が
原
則
禁
止
・
許
可
制
と
な
り
ま

す
。
改
正
法
は
、
公
布
の
日
（
令
和
３
年

６
月
16
日
）
か
ら
９
か
月
以
内
に
施
行
さ

れ
ま
す
。
改
正
法
の
施
行
後
６
か
月
以
内

に
許
可
申
請
を
す
る
か
、
警
察
署
に
処
分

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
警
察
署
に
持
ち

込
め
ば
、
無
償
で
処
分
し
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
日
田
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎
㉓
２
１
３
１

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

な
ど
を
対
象
に
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
９
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
７
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

災
害
が
発
生
し
た
際
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
、
安
全
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め

の
知
識
の
習
得
と
技
術
の
体
験
を
目
的
と

し
た
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

（
大
分
市
）

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
15
日
㈬

問
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
７

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

令
和
３
年
度

日
田
市
戦
没
者
追
悼
式
（
中
止
）

令
和
３
年
度
の
日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
障
が
い
者
が
い
る
住

宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備
す
る
た
め
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
障
が
い
者
で
、
生
計
中
心
者
（
対

象
と
な
る
障
が
い
者
の
生
計
を
実
質
的

に
支
え
る
者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
対
象
と
な
る
障
が
い
者
が
日
常
生
活
で

常
時
使
用
す
る
設
備
（
玄
関
、
台
所

等
）
を
、
障
が
い
者
に
適
す
る
よ
う
に

改
造
す
る
も
の

■
助
成
額

　
対
象
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
（
限
度
額
　
40
万
円
）

■
申
込
期
限

　
９
月
30
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅
高

齢
者
が
い
る
住
宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備

す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
手
す
り
の
取
付
け
、
段
差
の
解
消
、
和

式
か
ら
洋
式
へ
の
便
器
の
取
替
え
　
等

■
助
成
額
　
対
象
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
（
限
度
額
　
40
万
円
）

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保

険
の
住
宅
改
修
を
含
み
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

９
月
24
日
〜
30
日
は

「
結
核
予
防
週
間
」

令
和
元
年
度
の
大
分
県
の
結
核
罹
患
率
は

全
国
７
位
で
あ
り
、
日
田
玖
珠
地
域
で
は

令
和
元
年
に
７
人
、
令
和
２
年
に
６
人
が

新
た
に
結
核
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
」
「
痰
が
出

る
」
「
倦
怠
感
や
微
熱
が
続
く
」
な
ど
の

症
状
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課
疾

病
・
感
染
症
対
策
班
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
４
か
月
か
ら
６
か
月
ま
で
の
乳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
離
乳
食
に
つ
い
て
の

講
話
と
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
６
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
健
康
相
談
室

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
29
日
㈬

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
調
理
実
習
や
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

年
金
相
談
の
混
雑
状
況
の
ご
案
内

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
）
で
は
、
年
金
事
務
所
相

談
窓
口
の
「
混
雑
予
測
」
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
相
談
す
る
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

介
護
資
格
取
得
予
定
の
人
を
応
援

次
の
研
修
を
受
講
し
た
人
に
対
し
、
受
講

料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修

■
対
象
者

・
日
田
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
人

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

■
対
象
と
な
る
経
費

　
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
助
成
金
額
　

①
対
象
と
な
る
経
費
の
６
割
以
内

②
対
象
と
な
る
経
費
の
８
割
以
内

■
申
請
期
限
　

①
研
修
修
了
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以

内
（
一
次
助
成
）

②
研
修
修
了
日
の
属
す
る
月
の
翌
々
月
末
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
・
介
護
職
員

実
務
者
の
研
修
受
講
者
募
集

介
護
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

【
介
護
職
員
初
任
者
研
修
】

①
９
月
24
日
〜
11
月
26
日
の
期
間
中
26
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
　
虹
の
家
　

②
10
月
１
日
か
ら
３
か
月

　
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
の
全
38
回
　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園

【
介
護
職
員
実
務
者
研
修
】

③
10
月
５
日
〜
12
月
21
日
の
期
間
中
８
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園
　

■
受
講
料

①
８
万
４
１
２
４
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

②
６
万
６
８
７
１
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

③
無
資
格
者
９
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
募
集
数

　
①
10
人
　
②
15
人
　
③
20
人

※
各
申
込
書
は
左
記
①
〜
③
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

問
①
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
②
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
③
中
津
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
園

　
☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
１
６
１
６

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
ス
ト
ロ
ー
笛
を
つ
く
ろ
う
！
」

■
と
き
　
９
月
18
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■
参
加
費
　
無
料

■
対
象
　
小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
電
子
申
請
又

は
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
開
始
日
　
９
月
３
日
㈮

問
博
物
館
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

第
59
回
小
中
学
生
自
然
研
究
作
品
展

夏
休
み
に
市
内
の
小
・
中
学
生
が
作
成
し

た
昆
虫
・
植
物
標
本
や
自
然
科
学
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
19
日
㈰
〜
10
月
３
日
㈰
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
。

■
入
場
料
　
無
料

問
博
物
館
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

大
分
県
技
能
祭
日
田
予
選
会

技
能
士
に
対
す
る
社
会
一
般
の
認
識
を
深

め
、
技
能
者
の
技
能
水
準
の
向
上
と
幅
広

い
技
能
者
の
育
成
及
び
確
保
を
図
る
た

め
、
大
分
県
技
能
祭
の
出
場
者
を
決
め
る

大
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
19
日
㈰

　
８
時
30
分
〜
　
開
会
式

　
９
時
30
分
〜
　
競
技
開
始

■
競
技
種
目

　
建
築
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左
官
、
共

同
職
業
訓
練
校

■
と
こ
ろ
　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
　
大
展
示
場

問
日
田
市
技
能
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

日
田
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
交
流
会

先
輩
起
業
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
交
え

な
が
ら
、
創
業
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
目
的
と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

①
９
月
25
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

②
11
月
18
日
㈭
　
午
後
７
時
〜

③
令
和
４
年
１
月
29
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
10
人
程
度

■
申
込
方
法
　
合
同
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
に
電
話
で
申
込
み

問
合
同
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

　
☎
㉘
５
７
２
６

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ひ
と
山
ま
る
ご
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

福
岡
都
市
圏
の
水
源
で
あ
る
筑
後
川
上
流

の
大
山
町
で
、
下
流
域
の
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
日
田
市
民
に
よ
る
育
林
活
動

（
下
草
刈
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
25
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
大
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　
☎
52
３
１
０
１

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
の
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
26
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
右
記

二
次
元
コ
ー
ド
を
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

11
月
受
講
生
募
集

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
再
就
職

に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、

も
の
づ
く
り
ア
シ
ス
タ
ン
ト
科
、
溶
接

施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
限
　
９
月
30
日
㈭

■
訓
練
期
間

　
11
月
２
日
㈫
〜
令
和
４
年
４
月
28
日
㈭

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

※
説
明
会
を
９
月
14
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

■
公
売
予
定
物
品

　
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
（
平
成
11
年
式
）

■
入
札
期
間
　
10
月
５
日
㈫
〜
７
日
㈭

■
申
込
期
間
　
９
月
３
日
㈮
〜
21
日
㈫

■
申
込
方
法
（
事
前
申
込
必
要
）

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

　
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
二

　
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
申
込
み

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
☎
㉔
２
２
０
４

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
高
校
新
卒
前
期
）

□
対
象
　
令
和
４
年
３
月
に
高
等
学
校
卒

業
見
込
み
の
人

□
募
集
期
間
　
９
月
13
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈮

□
試
験
日
　
10
月
８
日
㈮

□
と
こ
ろ
　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
受
講
料
　
無
料

□
募
集
数
　
20
人

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
工
事
内
容

　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
０
８
０
‐
８
４
２
１
‐
６
０
３
２
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こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

　スポーツだけではない
　「オリンピズム」

　７月23日から８月８日まで開催された東京オ
リンピック。コロナ禍という厳しい状況の中で
日本も多くのメダルを獲得し、日本中が大いに
盛り上がりました。皆さんはそんなオリンピッ
クのあるべき姿を示した「オリンピズム」とい
う言葉を聞いたことがあるでしょうか。
　国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）によって
採択されたオリンピズムの根本原則、規則、付
属細則などを記載した“オリンピック憲章”の
「オリンピズムの根本原則」では、「オリンピ
ズムは肉体と意志と精神の全ての資質を高め、
バランスよく結合させる生き方の哲学である。
オリンピズムはスポーツを文化、教育と融合さ
せ、生き方の創造を探求するものである。その
生き方は努力する喜び、良い模範であることの
教育的価値、社会的な責任、さらに普遍的で根
本的な倫理規範の尊重を基盤とする。」と定め
られています。その他にも、オリンピズムの根
本原則の中には「オリンピズムの目的は、人間
の尊厳の保持に重きを置く平和な社会の推進を
目指すために、人類の調和のとれた発展にス
ポーツを役立てることである。」や「このオリ
ンピック憲章の定める権利及び自由は、人種、
肌の色、性別、性的指向、言語、宗教、政治的
またはその他の意見、国あるいは社会のルー
ツ、財産、出自やその他の身分などの理由によ
る、いかなる種類の差別も受けることなく、確
実に享受されなければならない。」といったこ
とも定められています。
　このように、「オリンピズム」とはスポーツ
を通して、アスリートに関わらず全ての人が大
切にすべき考え方といえるのではないでしょう
か。
　オリンピックは終了しましたが、９月５日ま
でパラリンピックが開催されています。パラリ
ンピックの選手たちを応援するとともに、４年
に１度のこの機会に自分なりの「オリンピズ
ム」について考えてみてはいかがでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈬に発送します。 【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！Information ９.１ くらしの情報

看
板
を
設
置
し
て
い
る
人
へ

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

９
月
１
日
か
ら
10
日
は
「
屋
外
広
告
物
の
適

正
化
旬
間
」
で
、
違
反
広
告
物
の
簡
易
除
却

や
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
で
も

看
板
の
落
下
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日

常
的
に
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

・
屋
外
に
看
板
を
設
置
す
る
に
は
原
則
と

し
て
許
可
が
必
要
で
す

・
設
置
場
所
や
看
板
の
種
類
に
よ
っ
て
制

限
が
あ
り
ま
す

・
看
板
設
置
後
は
良
好
な
状
態
を
保
持
す

る
義
務
が
課
さ
れ
ま
す

・
ル
ー
ル
（
条
例
）
に
違
反
す
る
と
罰
則

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り

が
左
記
の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。

前
日
ま
で
（
平
日
の
み
）
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

■
９
月
の
開
庁
日

・
９
月
９
日
㈭
・
30
日
㈭
　

　
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

・
９
月
18
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３
（
市
役
所
１
階
）

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
は
生
活
環
境
の
改
善
や
街
を
清
潔

に
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
私

た
ち
の
安
全
で
快
適
な
日
常
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
の
家

庭
・
事
務
所
は
、
一
日
も
早
く
下
水
道
に
接

続
し
ま
し
ょ
う
。

日
田
市
の
下
水
道
普
及
率
・
水
洗
化
率

令
和
３
年
３
月
末
現
在
の
下
水
道
普
及
率

は
74
・
８
％
、
水
洗
化
率
は
88
・
３
％
で

す
（
農
業
集
落
排
水
を
含
む
）
。

問
上
下
水
道
局
施
設
工
務
課
下
水
道
係

　
☎
㉒
８
１
０
２
（
市
役
所
５
階
）

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
説
明
会

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
と
は
、
買
手
が

仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
額
に
つ
い
て
、
仕

入
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
、

売
手
の
事
業
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
「
適

格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
」
等
の
保
存

を
必
要
と
す
る
制
度
で
す
。

■
と
き
　

　
９
月
27
日
㈪
　
午
後
２
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
税
務
署
２
階
　
会
議
室

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
日
田
税
務
署
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈬

問
日
田
税
務
署

　
☎
㉓
２
１
３
６
（
自
動
音
声
案
内
）

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７
（
市
役
所
１
階
）

九
州
シ
カ
広
域
一
斉
捕
獲
の
実
施

猟
友
会
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
に
よ
る
九
州
シ

カ
広
域
一
斉
捕
獲
が
次
の
期
間
で
行
わ
れ

ま
す
。
山
に
入
る
際
は
、
事
故
防
止
の
た

め
目
立
つ
服
装
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
捕
獲
期
間

　
９
月
12
日
㈰
〜
26
日
㈰

■
一
斉
捕
獲
日

　
９
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰
・
26
日
㈰

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

令
和
４
年
度

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

農
林
業
を
営
む
も
の
（
個
人
・
団
体
・
集

団
）
が
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
た
め
「
電
気
柵
」
や
「
ト
タ

ン
柵
」
な
ど
を
設
置
す
る
場
合
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
の
令
和
４
年

度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
支
給
要
件

・
出
荷
や
販
売
を
目
的
と
し
た
農
林
産
物

等
を
栽
培
す
る
農
地
等
（
家
庭
菜
園
や

遊
休
地
、
林
地
等
は
対
象
外
）

・
個
人
、
団
体
、
集
団
ご
と
に
申
請
が
必
要

・
自
力
施
工
に
よ
っ
て
設
置
が
必
要

■
補
助
金
額

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

※
設
置
要
件
、
基
準
限
度
額
あ
り
。

※
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
限
　
９
月
30
日
㈭

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

農
振
除
外
の
申
請
（
随
時
変
更
）

受
付
を
一
時
停
止
し
ま
す

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し

作
業
を
令
和
３
年
度
〜
４
年
度
に
か
け
て

行
う
予
定
で
す
。
全
体
見
直
し
に
伴
い
、

農
振
除
外
の
申
請
（
随
時
変
更
）
受
付

を
、
左
記
の
と
お
り
一
時
停
止
し
ま
す
。

■
農
振
除
外
申
請
受
付
の
一
時
停
止
期
間

　
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
末

※
令
和
４
年
度
に
農
地
転
用
等
を
実
施
す
る
場

合
は
、
農
振
除
外
の
申
請
を
左
記
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
令
和
３
年
中
の
申
請
受
付
期
限

・
第
２
回
申
請
受
付
（
令
和
３
年
９
月
末
）

・
第
３
回
申
請
受
付
（
令
和
３
年
12
月
末
）

問
農
業
振
興
課
政
策
・
担
い
手
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
禁
止

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
が
改
正
（
以

下
「
改
正
法
」
）
さ
れ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
が
原
則
禁
止
・
許
可
制
と
な
り
ま

す
。
改
正
法
は
、
公
布
の
日
（
令
和
３
年

６
月
16
日
）
か
ら
９
か
月
以
内
に
施
行
さ

れ
ま
す
。
改
正
法
の
施
行
後
６
か
月
以
内

に
許
可
申
請
を
す
る
か
、
警
察
署
に
処
分

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。
警
察
署
に
持
ち

込
め
ば
、
無
償
で
処
分
し
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
日
田
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎
㉓
２
１
３
１

　
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

な
ど
を
対
象
に
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
９
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
７
日
㈫

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

災
害
が
発
生
し
た
際
の
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
、
安
全
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め

の
知
識
の
習
得
と
技
術
の
体
験
を
目
的
と

し
た
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

（
大
分
市
）

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
15
人

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
15
日
㈬

問
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　
☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
７

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

令
和
３
年
度

日
田
市
戦
没
者
追
悼
式
（
中
止
）

令
和
３
年
度
の
日
田
市
戦
没
者
追
悼
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者

住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
障
が
い
者
が
い
る
住

宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備
す
る
た
め
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
Ａ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
障
が
い
者
で
、
生
計
中
心
者
（
対

象
と
な
る
障
が
い
者
の
生
計
を
実
質
的

に
支
え
る
者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が

２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
対
象
と
な
る
障
が
い
者
が
日
常
生
活
で

常
時
使
用
す
る
設
備
（
玄
関
、
台
所

等
）
を
、
障
が
い
者
に
適
す
る
よ
う
に

改
造
す
る
も
の

■
助
成
額

　
対
象
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
（
限
度
額
　
40
万
円
）

■
申
込
期
限

　
９
月
30
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
身
体
状
況
の
在
宅
高

齢
者
が
い
る
住
宅
を
、
住
み
や
す
く
整
備

す
る
た
め
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
生

計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
世
帯

①
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援
・
要
介
護
と

認
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯

②
住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
い
る
世
帯

③
住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯

■
助
成
対
象
工
事

　
手
す
り
の
取
付
け
、
段
差
の
解
消
、
和

式
か
ら
洋
式
へ
の
便
器
の
取
替
え
　
等

■
助
成
額
　
対
象
費
用
の
３
分
の
２
以
内

　
（
限
度
額
　
40
万
円
）

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
介
護
保

険
の
住
宅
改
修
を
含
み
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈭

※
工
事
着
工
前
に
諸
手
続
き
が
必
要
で
す
。
事

前
に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

９
月
24
日
〜
30
日
は

「
結
核
予
防
週
間
」

令
和
元
年
度
の
大
分
県
の
結
核
罹
患
率
は

全
国
７
位
で
あ
り
、
日
田
玖
珠
地
域
で
は

令
和
元
年
に
７
人
、
令
和
２
年
に
６
人
が

新
た
に
結
核
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
咳
が
２
週
間
以
上
続
く
」
「
痰
が
出

る
」
「
倦
怠
感
や
微
熱
が
続
く
」
な
ど
の

症
状
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課
疾

病
・
感
染
症
対
策
班
☎
㉓
３
１
３
３

　
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
８
３
７
０
（
市
役
所
３
階
）

離
乳
食
教
室

生
後
４
か
月
か
ら
６
か
月
ま
で
の
乳
児
の

保
護
者
を
対
象
に
、
離
乳
食
に
つ
い
て
の

講
話
と
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
６
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
　
健
康
相
談
室

■
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
９
月
29
日
㈬

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
調
理
実
習
や
試
食
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

年
金
相
談
の
混
雑
状
況
の
ご
案
内

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
）
で
は
、
年
金
事
務
所
相

談
窓
口
の
「
混
雑
予
測
」
を
公

表
し
て
い
ま
す
。
相
談
す
る
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

タ
ウ
ン
情
報

介
護
資
格
取
得
予
定
の
人
を
応
援

次
の
研
修
を
受
講
し
た
人
に
対
し
、
受
講

料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修

■
対
象
者

・
日
田
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
人

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

■
対
象
と
な
る
経
費

　
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
助
成
金
額
　

①
対
象
と
な
る
経
費
の
６
割
以
内

②
対
象
と
な
る
経
費
の
８
割
以
内

■
申
請
期
限
　

①
研
修
修
了
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以

内
（
一
次
助
成
）

②
研
修
修
了
日
の
属
す
る
月
の
翌
々
月
末
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
・
介
護
職
員

実
務
者
の
研
修
受
講
者
募
集

介
護
資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

【
介
護
職
員
初
任
者
研
修
】

①
９
月
24
日
〜
11
月
26
日
の
期
間
中
26
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
　
虹
の
家
　

②
10
月
１
日
か
ら
３
か
月

　
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
の
全
38
回
　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園

【
介
護
職
員
実
務
者
研
修
】

③
10
月
５
日
〜
12
月
21
日
の
期
間
中
８
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園
　

■
受
講
料

①
８
万
４
１
２
４
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

②
６
万
６
８
７
１
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

③
無
資
格
者
９
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
募
集
数

　
①
10
人
　
②
15
人
　
③
20
人

※
各
申
込
書
は
左
記
①
〜
③
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

問
①
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
②
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
③
中
津
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
園

　
☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
１
６
１
６

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

科
学
実
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
ス
ト
ロ
ー
笛
を
つ
く
ろ
う
！
」

■
と
き
　
９
月
18
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
会
議
室
２
・
３

■
講
師
　
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

■
参
加
費
　
無
料

■
対
象
　
小
・
中
学
生
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

■
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

　
右
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
電
子
申
請
又

は
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
開
始
日
　
９
月
３
日
㈮

問
博
物
館
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

第
59
回
小
中
学
生
自
然
研
究
作
品
展

夏
休
み
に
市
内
の
小
・
中
学
生
が
作
成
し

た
昆
虫
・
植
物
標
本
や
自
然
科
学
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
展
示
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
19
日
㈰
〜
10
月
３
日
㈰
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
。

■
入
場
料
　
無
料

問
博
物
館
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
３
階
）

大
分
県
技
能
祭
日
田
予
選
会

技
能
士
に
対
す
る
社
会
一
般
の
認
識
を
深

め
、
技
能
者
の
技
能
水
準
の
向
上
と
幅
広

い
技
能
者
の
育
成
及
び
確
保
を
図
る
た

め
、
大
分
県
技
能
祭
の
出
場
者
を
決
め
る

大
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
　
９
月
19
日
㈰

　
８
時
30
分
〜
　
開
会
式

　
９
時
30
分
〜
　
競
技
開
始

■
競
技
種
目

　
建
築
大
工
、
配
管
、
電
工
、
左
官
、
共

同
職
業
訓
練
校

■
と
こ
ろ
　
日
田
玖
珠
地
域
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
　
大
展
示
場

問
日
田
市
技
能
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係
）

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

日
田
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
交
流
会

先
輩
起
業
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
交
え

な
が
ら
、
創
業
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
を
目
的
と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

①
９
月
25
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

②
11
月
18
日
㈭
　
午
後
７
時
〜

③
令
和
４
年
１
月
29
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
10
人
程
度

■
申
込
方
法
　
合
同
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
に
電
話
で
申
込
み

問
合
同
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

　
☎
㉘
５
７
２
６

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

ひ
と
山
ま
る
ご
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

福
岡
都
市
圏
の
水
源
で
あ
る
筑
後
川
上
流

の
大
山
町
で
、
下
流
域
の
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
日
田
市
民
に
よ
る
育
林
活
動

（
下
草
刈
）
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
25
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ

　
田
来
原
美
し
い
森
づ
く
り
公
園
周
辺

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
９
月
22
日
㈬

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ラ
ブ
・
グ
リ
ー
ン
大
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
行
委
員
会
（
大
山
振
興
局
内
）

　
☎
52
３
１
０
１

出
張
え
ん
む
す
部

県
が
提
供
す
る
１
対
１
の
お
見
合
い
の
会

員
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
と
き

　
９
月
26
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
２
階
　
第
３
会
議
室

■
業
務
内
容

・
お
見
合
い
会
員
登
録

・
お
相
手
検
索

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
右
記

二
次
元
コ
ー
ド
を
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
え
ん
む
す
部
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
７
８
‐
７
７
７
７

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３
（
市
役
所
６
階
）

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

11
月
受
講
生
募
集

大
分
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
）
で
は
、
再
就
職

に
必
要
な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
機
械
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
、

も
の
づ
く
り
ア
シ
ス
タ
ン
ト
科
、
溶
接

施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
限
　
９
月
30
日
㈭

■
訓
練
期
間

　
11
月
２
日
㈫
〜
令
和
４
年
４
月
28
日
㈭

■
訓
練
・
説
明
会
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
（
大
分
市
）

※
説
明
会
を
９
月
14
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

■
公
売
予
定
物
品

　
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
（
平
成
11
年
式
）

■
入
札
期
間
　
10
月
５
日
㈫
〜
７
日
㈭

■
申
込
期
間
　
９
月
３
日
㈮
〜
21
日
㈫

■
申
込
方
法
（
事
前
申
込
必
要
）

　
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

　
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
二

　
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
申
込
み

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
☎
㉔
２
２
０
４

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
４
年
度
訓
練
生
募
集
（
高
校
新
卒
前
期
）

□
対
象
　
令
和
４
年
３
月
に
高
等
学
校
卒

業
見
込
み
の
人

□
募
集
期
間
　
９
月
13
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈮

□
試
験
日
　
10
月
８
日
㈮

□
と
こ
ろ
　
日
田
高
等
技
術
専
門
校

□
受
講
料
　
無
料

□
募
集
数
　
20
人

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
工
事
内
容

　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
対
象
　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
人

□
申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈭

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
０
８
０
‐
８
４
２
１
‐
６
０
３
２
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まちの話題

子供たちの夏の思い出
　７月16日、女子畑のさかえ保育園で夏まつりが
行われた。例年、卒園児や保護者を招待して行われ
ていたが、今年は昨年に続き新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、園児と職員のみの参加となっ
た。園児たちは、的あてやくじびき、ヨーヨーつり
など、夏まつりならではのゲームを楽しみ、夏の思
い出をつくった。

オオキツネノカミソリ満開！
　７月26日、御前岳中腹で「オオキツネノカミソ
リ」が満開を迎えた。今年６月にコクサギの駆除作
業を行い、周辺は見違える様になった。例年は８月
初めに満開となるが、今年は約１週間ほど早く登山
道一面をオレンジ色に染めていた。市内から訪れた
登山客も「一番良い時期に来た」と喜んで山頂への
歩みを進めていた。

前津江公民館で管内巡回検診
　７月12日、管内巡回検診が前津江公民館で実施
された。前津江での実施は２年ぶりで、事前予約を
した人が検診を受けた。一番乗りの人は受付開始の
１時間前に訪れ、それぞれで順番を決めて受付開始
を待っていた。検診を終えた人は「昨年は大山まで
行ったが、今年は前津江でできたので良かった」と
ほっとした様子で公民館を後にしていた。

海の生き物とふれあい体験
　７月８日、うみたまご移動水族館が認定こども園
緑ヶ丘第二幼稚園に来た。これは、新型コロナウイ
ルス感染症の影響で様々な行事が中止される中、子
供たちにワクワクドキドキする体験をしてほしいと
いう思いから企画されたもの。子供たちはペンギン
を見て「かわいい！」と大喜び。他にもヒトデやナ
マコを触ったりと、楽しいひとときを過ごした。

トゥクトゥクに乗って商店街巡り
　７月21日、タイの観光三輪車トゥクトゥクの試
験運行が日田駅前で行われた。トゥクトゥクは市
が実施する電子商品券「ひたpay」を活用した
「日田の恩返しキャンペーン」に合わせて、８月
中の土・日曜日、祝日に隈から豆田にかけて走っ
た。乗車した子供たちは「初めて乗った！楽し
かった」と嬉しそうに話していた。

日田天瀬

前津江

自治体の枠を超えて助け合い
　７月11日、玖珠町と天瀬町が隣接する杉河内地
域で、行政区域を超えた初の合同防災訓練が行われ
た。同地区では、令和２年７月豪雨で大きな土砂災
害が発生した。当日は両地区住民152人のうち89
人が参加。訓練では杉河内小学校に避難し、人員点
呼などを行った。その後、両町による防災に関する
講話やハザードマップの説明などが行われた。

東京２０２０オリンピック事前キャンプ
　７月５日から25日の間、カメルーン選手団、フェ
ンシング日本代表とウクライナ代表の事前キャンプ
が行われ、選手たちが練習に励んだ。オリンピック
では、フェンシングエペ男子団体で日本が金メダ
ル、個人でウクライナ選手が銅メダルを獲得。選手
の皆さんからは、「日田市はとてもいいところでま
た遊びに来たい」など感謝の言葉が寄せらせた。

可能性が広がる移住暮らし
　今年６月に福岡市から移住してきた築地さん。移
住後すぐに裏の畑に苗を植え、７月には念願の自家
栽培野菜を初めて収穫。自分で育てた野菜はひとき
わ美味しいと喜んだ。また、地域行事に積極的に参
加し、防獣対策等を教わるなど交流を深めている。
田舎暮らしを満喫し、「毎日ウキウキ、楽しくて
しょうがない」と話している。
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

地域の安全を守ります
　７月12日から21日までの「おおいた夏の事故ゼロ
運動」期間に合わせて、各地区で交通安全啓発活動
が行われた。小五馬地区では、自治会長や班長たち
が小五馬橋近くの横断歩道で街頭啓発を行った。朝
の時間帯は特に交通量が多いため、スピードを緩め
るよう合図をしたり、送迎バスの小学生や地域住民
に声掛けをしたりと、交通安全を呼び掛けていた。

久しぶりの和やかなひととき
　７月12日、川原地区で高齢者の交流を目的に茶
話会が行われた。この会は、住民自治組織と民生委
員が合同で企画したもの。避難情報や防災ラジオの
使用方法等について説明が行われたほか、集落支援
員による健康相談が実施された。参加者は住民手作
りのお菓子を味わいながら、久しぶりに会う友人た
ちとの話に花を咲かせていた。

なかつえ保育園で七夕祭り！
　７月７日、なかつえ保育園で七夕祭りが行われ
た。家族と一緒に考えた園児たちの願いや夢が書か
れた短冊を飾り付け、七夕の紙芝居や、織姫と彦星
の衣装に着替えて写真撮影などを楽しんだ。
　給食では天の川を表現したそうめんを食べて七夕
気分を満喫した子供たち。みんなの夢がかないます
ように。

大山

上津江

中津江

久しぶりの「月いちバザール」！
　７月22日、地域住民の交流の場となっている
「月いちバザール」が開催された。中津江むらづく
り役場でイベントの企画運営等を担う「つどう部
会」が中心となって行われるこのイベントは、コロ
ナ禍の影響で昨年６月を最後に休止されていた。
　月いちバザールでは、今回も住民が持ち寄った不
要品のフリーマーケットをはじめ、地元で採れた新
鮮な野菜や工房で手作りされている工芸品等を販売
した。新型コロナウイルス感染症対策も万全に、久
しぶりに再会する人も多く、お互いの近況を話すな
どして顔をほころばせていた。同会場では、昨年の
豪雨災害の教訓を次代に伝えていこうと企画された
復興イベントも共催され、会場となった市ノ瀬公園
は夏の賑わいを見せていた。

生物多様性の森を目指して
　７月18日、「大山ダムの森」草刈りボランティア
活動が行われた。この活動は、ＮＰＯ法人初島森林植
物園ネットワーク（神川建彦代表）が生物多様性の高
い森づくりを目的に、日田林工高校の生徒や市民など
の36人で行ったもの。参加者は、平成24年に植樹し
たケンポナシやチャンチンモドキなど、約300種の
木々を傷つけないように慎重に作業を進めていた。

新鮮な地元野菜を学校給食へ
　７月13日、津江小・中学校で地産地消給食「夏
野菜カレー」が提供され、住民自治組織「活き生き
かみつえ」が集荷した７種類の野菜が使われた。地
元野菜の利用は、子供たちが食と農に親近感を持
ち、食材の旬や伝統的な食文化について理解を深め
られる絶好の機会となっているため、学校と農家の
双方が積極的に取り組んでいる。

カメルーン選手団へ思いを込めて
　７月13日、住民自治組織中津江振興協議会の呼
び掛けで、東京２０２０オリンピックの事前キャン
プ中のカメルーン選手団を応援するグッズを製作し
た。19年前を思い出しながら手作りしたのは、選
手の活躍を願う漢字を書いた布製コースターやカメ
ルーン国旗と和柄の手提げバッグ。15日に鯛生ス
ポーツセンターを訪れた選手団に渡された。
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Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita

  

心の架け橋

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

障がいへの理解

Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hita Kankyo Life　Hitaひ
た
環
境
ラ
イ
フ

ひ
た
環
境
ラ
イ
フVOL.12VOL.12

障がい者アート～自由に表現を楽しみ、自分らしく生きる～

　
き
れ
い
な
環
境
を
守
る
た
め
、
ま
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
家
庭
ご
み
を
捨
て
る

際
は
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
大
切
な

家
族
や
地
域
の
人
た
ち
、
収
集
作
業
の
皆

さ
ん
を
感
染
か
ら
守
る
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
収
集
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

　
家
庭
ご
み
は
「
収
集
日
の
朝
８
時
ま

で
」
を
守
り
、
指
定
の
ご
み
収
集
場
所

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
前
日
の
夜
や
収
集
し
た
あ
と
に
出
す

と
、
野
良
猫
や
カ
ラ
ス
等
に
荒
ら
さ
れ

ご
み
が
散
乱
す
る
こ
と
で
不
衛
生
と
な

り
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
ま

た
、
中
の
ご
み
が
飛
散
し
な
い
よ
う

に
、
持
ち
手
部
分
を
し
っ
か
り
縛
り
ま

し
ょ
う
。

②
「
紙
類
」
「
布
類
」
の
資
源
回
収
物

　
「
紙
類
」
「
布
類
」
の
資
源
回
収
物

は
、
雨
に
濡
れ
る
と
資
源
と
し
て
利
用

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
雨

の
日
は
な
る
べ
く
次
の
収
集
日
に
出
す

か
、
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
汚
れ
や
破
れ
の
ひ
ど
い
布
類
は
「
燃
や

せ
る
ご
み
」
、
ま
た
、
布
団
、
座
布

団
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
は
「
粗
大
ご

み
」
で
す
。
「
資
源
回
収
物
」
で
は
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

使
用
済
マ
ス
ク
も
「
資
源
回
収
物
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
し

て
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

　
「
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
」
「
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
」
「
テ
レ
ビ
」
「
エ
ア
コ

ン
」
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品

の
た
め
市
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
家

電
販
売
店
か
、
許
可
業
者
に
引
取
り
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
使
用
済
小
型
家
電
（
携
帯
電
話
・
電
話

機
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
カ
ー
ナ
ビ

等
）
は
、
市
役
所
、
各
振
興
局
・
振
興

セ
ン
タ
ー
に
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
回
収
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
に
迷
っ
た
ら…

　
ご
み
の
分
別
に
迷
っ
た
ら
、
「
家
庭
ご

み
収
集
日
程
表
」
裏
面
の
家
庭
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
又
は
「
ご
み
分
別
辞

典
」
を
確
認
す
る
か
、
上
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※

「
家
庭
ご
み
収
集
日
程
表
」
「
ご
み
分
別
辞

典
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

「
ご
み
の
日
通
知
」
知
っ
て
ま
す
か

日
田
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
「
ひ
た
ふ
る
」
で

は
ご
み
の
収
集
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
事

前
に
通
知
が
届
く
便
利
な
機
能
が
あ
り
ま

す
。
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
友
だ
ち
追

加
を
行
っ
て
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

詳
細
は
広
報
ひ
た
７
月
15
日
号

　
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
家
庭
ご
み
」
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

                  

　
　
　
　
出
し
ま
し
ょ
う

　市役所１階の総合案内で障がいのある人のアート展
示を行っています。
　市内在住の人の様々な作品に、「この絵に感動しま
した」「こんな色使いができるのはすごいです」な
ど、皆さんから色々な感想をいただいています。
　「アート」と一言で言うと、なんだか手の届かない
少し敷居の高い印象があります。しかし、「自分の気
持ちを表現する」ことで、障がいのあるなしに関わら
ず、「自由」「自分らしさ」を象徴するものであると
いう捉え方があります。
　「私は、絵は苦手」「芸術作品なんて自分はできな
い」などの先入観を皆さんは持っていませんか。先入

観があると、自由な思いや気持ちが妨げられることが
あります。時によっては、偏った考え方が偏見につな
がることもあり、障がいや障がい者に対する偏見は、
こうした先入観から始まることが多く見られます。障
がい者アートは、そうした偏見や先入観をなくすこと
にもつながり、またその才能を発掘し、作品価値を認
め、社会に評価されることが広がっています。
　市でも、障がいのある人たちの芸術活動の輪が広が
り、誰もが自由に表現を楽しみ、生き生きと自分らし
く生活できることを目指し、障がい者アートの展示を
行っていきます。

問環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）

新刊情報
全国「武将印」徹底ガイド
見どころ・楽しみ方がわかる
小和田哲男／監修　
㈱メイツユニバーサルコンテンツ

名将、勇将、知将･･･。魅力的な英
傑たちの証を150種以上掲載！限定版・コラボ・
「姫の印」などのバリエーションを豊富に紹介。デ
ザインの解説から発行情報、集印帳まで。この１冊
で鑑賞＆収集がさらに深く楽しめます！

開館時間やサービスの内容は状況によって
変更になる場合があります。詳細は、右記
二次元コードから確認、又は図書館にお問
い合わせください。

おいでよ！
　　おはなし会

□とき
　９月11日㈯　
　午後３時～
　９月25日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

26

土日 月 火 水 木 金

９月の休館日（○…休館日）

７
14
21
28

４
11
18
25

３
10
17
2423

3029

２
９
16

６
13
20
27

22

１
８
15

５
12
19

来館者の皆さんへお願い
・自宅で検温し、熱などの風邪症状がある場合は来館を
ご遠慮ください。
・手指の消毒、マスクの着用、咳エチケットで飛沫感染
防止にご配慮ください。

ピクトグラムの意味を当てようクイズ！
ピクトグラム（絵文字、図記号）の意味を当てるクイズ
に121人がチャレンジしました。

おばけやしき in Tansou
図書館がおばけやしきになりました。少しは涼しくなっ
たでしょうか？

「アマビエ」のぬり絵で幸せのおまじない
ぬり絵作品を館内に展示しました。494人の皆さんの願
い事はかなったでしょうか？

おたすけ！おやくだち夏休みの宿題
自由研究や工作の本、工作の見本を図書館に展示！宿題
に役立ちましたか？

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日・祝日は午後６時まで）

大好き図書館！
７月28日㈬～８月９日㈪

夏休みイベントを開催しました！
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（令和３年７月31日現在） 

■人口　
　63,259人
　（前月比－71人）
・男　30,016人
・女　33,243人
■世帯数
　27,463世帯

　★ふれあいｄａｙ
　28日㈫　11:00～
●お話し会
　16日㈭　11:00～
　★チャレンジキッズ
　18日㈯　10:30～

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設９月の主な催し　　

●お話し会
　22日㈬　15:30～
●敬老の日のプレゼント作り
　　16日㈭　10:30～
　　18日㈯　10:30～
　粘土遊び
　29日㈬　10:30～

天瀬児童館　☎57８９２２

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

●敬老の日のプレゼント作り
　　15日㈬　10:30～
　　18日㈯　10:30～
　折り紙制作
　29日㈬　10:30～

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★スロトレ
　15日㈬　10:00～11:00
★わらべうたであそぼ
　14日㈫・28日㈫　
　10:00～11:00

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回登
録申請書を提出してください。松原児童館（☎52２９２２）
は、毎週土曜日のみ開館しています。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ９
　11月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。
　10月１日までにお申し込みください。（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
※以前、掲載されたお子さんは対象外です。
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

矢羽田京助ちゃん
（１歳・大山町西大山）

乳

小

乳

小

小

乳

小

乳

乳

妊娠中から子育ての記録、地域の情報まで家
族皆さんでの子育てをサポート！
お子さまに合わせた予防接種スケジュールを
自動で作成し、接種日が近づくとプッシュ通
知でお知らせします。
登録は無料です。是非、ご活用ください。

■日田市子育て支援アプリ「ひたんこナビ」■

二次元コードからダウンロード！

新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更
する場合があります。詳細は市ホームページ
（右記二次元コード）から確認してください。

赤星結衣ちゃん
（１歳・清水町）

坂東流妃ちゃん
（１歳・清水町）

ゆうみゆ い る い し のきょうすけ
後藤詩乃ちゃん
（１歳・石松町）

髙森結心ちゃん
（１歳・上手町）

な な
川崎奈那ちゃん
（３歳・玉川３丁目）

城全蒼人ちゃん
（１歳・三芳小渕町）

あおと
長田幸優ちゃん
（２歳・天神町）

真正彩希ちゃん
（１歳・清岸寺町）

さ き う き
梶原 京ちゃん
（１歳・大山町東大山）

きょう こうや
𠮷田羽葵ちゃん
（１歳・港町）

各施設では、入園していなくても親子で参
加できる行事などを実施していたり、園の
見学をしたりすることができます。
認定こども園・保育園等の情報は市ホーム
ページ又は右記二次元コードからご覧くだ
さい。

大山児童館　☎52２９０１

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

新型コロナウイルス
感染症の影響でイベ
ントはありません。

新型コロナウイルス
感染症の影響でイベ
ントはありません。
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・最優秀賞１人　　20,000円分の大分県内宿泊券
・優秀賞２人　　　おおいた和牛（15,000円相当）
・佳作４人　　　　大分県産干物セット（8,000円相当）
・市町村賞18人　  大分県特産品詰め合わせ（4,000円相当）

■Instagram（@oita_iju）
①「おおいた暮らし」をフォロー
②ハッシュタグをつけて写真を投稿
　例：#おおいた暮らし_日田市

■郵送（ＣＤ-Ｒ＋応募用紙）
①写真をＣＤ-Ｒに保存
②応募用紙に必要事項を記入し、
ＣＤ-Ｒと一緒に郵送

■ウェブ応募フォーム
①ウェブ応募フォームに必要事項
を記入
②写真を添付して送信

問大分県おおいた創生推進課移住定住促進班☎０９７-５０６-２０３８
　ひた暮らし推進室移住促進係☎㉒８３８３（市役所６階）

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て
78

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

沸
く
日
本
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
の
戦

い
の
中
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
暑
い
夏
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
春
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
〝
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
〞
。
１
年
半
以
上
た
っ
た
今
も
、
世
界
を
カ
オ
ス
（
混

沌
）
に
巻
き
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
株
は

様
々
な
形
に
変
異
し
、
感
染
の
度
合
い
も
強
力
に
な
り
、

感
染
防
止
対
応
も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
々
変
化
す

る
状
況
や
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
毎
日
で
す
。
と
は
言
え
、

こ
の
状
況
の
中
で
も
「
感
染
せ
ず
に
、
活
力
あ
る
生
活
」

を
望
む
我
々
に
は
、
こ
の
変
化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
日
、
久
し
ぶ
り
に
友
人
が
目
を
ギ
ラ
ギ
ラ
（
笑
）
さ

せ
て
「
新
し
い
仕
事
を
始
め
た
」
と
話
し
て
き
ま
し
た
。

不
慣
れ
な
中
に
も
新
た
な
道
を
模
索
し
な
が
ら
社
会
変
化

の
中
で
未
来
を
切
り
開
い
て
い
る
よ
う
で
、
改
め
て
彼
の

逞
し
さ
に
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
さ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
え
ば
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
で

来
市
し
た
「
カ
メ
ル
ー
ン
選
手
団
」
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
」
「
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
エ
ペ

チ
ー
ム
」
の
活
躍
は
、
い
つ
も
と
は
違
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

観
戦
と
な
り
ま
し
た
。
各
国
の
選
手
の
活
躍
に
一
喜
一
憂

す
る
日
々
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
史
上
初
め
て
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
「
日
本
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
エ
ペ
チ
ー
ム
」
の

活
躍
は
、
日
本
に
と
っ
て
も
市
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
感

動
と
歓
喜
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
か
ら
数
か
国
参
加
の
合
同
合
宿
な
ど
で
来

市
し
て
い
た
選
手
た
ち
。
過
去
に
は
宿
泊
ホ
テ
ル
の
周
辺

で
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
も
あ
り
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
も
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
に
酷
暑
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
、
特
別
な
夏
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
の
日
か

「
あ
の
時
は
ね
…
」
と
、
記
憶
に
残
る
年
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
必
ず

人
間
の
英
知
が
こ
の
感
染
症
を
鎮
静
化
し
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
、
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

大分県では移住希望者に向けておおいた暮らしの魅力ＰＲと県民が暮らし
の豊かさを再発見することを目的に、おおいた暮らしの魅力がつまった生
活のワンシーンを収めた写真を募集しています。是非、ご応募ください。

応募期限　10月31日㈰（必着）
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。
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を使用しています。


